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	補助54号線および区画街路10号線の事業変更認可の重大な違法 
	　１　世田谷区による事業期間の延伸認可申請と認可 
	２　事業施行期間の適切性に関する被告東京都の主張 
	被告東京都は、補助54号線（第一期工区）及び区画街路10号線の事業施行期間の適切性について、認可権者の広範な裁量権の行使に委ねられているとの主張を前提として、以下のように主張する（東京都準備書面 (1)・24～25頁）。 
	 (1)　世田谷区は用地取得に要する期間を平成19年度から平成25年までの7年間、工事に要する期間を平成22年度（区画街路10号線は24年度）から平成26年度までの5年間と計画して平成27年3月31日までの期間を申請したところ、用地買収の対象となる地権者及び補償を要する物件の数等を考慮し、世田谷区が、用地取得に要する期間を平成19年度から平成25年までの7年間と計画したことは適切であると判断した。 
	　３　厳格な司法判断の必要性（小田急大法廷判決からの要請） 
	　４　補助54号線・区画街路10号線の施行期間が適切でないこと 
	５　事業費が大幅に増加したことの問題点 


